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初 春 の 夢
館 長 中和田 武

本校図書館は、本校建学の理念を達成 し、学生 ・教官の学習、研究をより効果的に推進するために、

十分な機会を提供するとともに、本科 ・専攻科の要求に対応すべく図書館資料を収集、充実することを

第一の使命としています。多面的、かつ的確な情報検索システムを駆使 して、貸出業務、参考調査業務
を行い、利用者が本校の図書資料はもとより、国内外の資料を活用 していただけるようサービスに努め
ています。また、本校の図書館は、奈良県下で工業系章術図書資料の充実 した唯一の図書館であり、な

おかつ市内においては、蔵書資料の最も豊かな図書館でもあります。このようなことから本校図書館は、

学外の利用者に対しても可能な限りの対応を行うことができる図書館として位置づけることができます。

最近では、各国立大学をはじめ各高専においても図書館の一般公開が進められていますが、本校にお
いても、一般市民の生涯学習への欲求や民間企業等の学術資料入手要求に対応すべく検討 した結果、平
成 8年 4月 8日 より図書館 を一般公開す ることにな りま した。一般公開についての詳細は、
「CAMPUS」 NQ72に掲載 しましたので、ご覧下さい。

図書館委員会では、一般公開を契機に図書館の将来構想を描きました。その一つは、教官の研究業績
コーナーの新設です。このヒントは、図書館だより陥37の 「卒業生からのメッセージ」と、全国図書館
大会でのある高専校長の談話です。機械工学科卒業生の豊田さとみさんのメッセー

ジは、 「幅広い知識
や一般教養を身につけるため、また自分の興味ある事を見つけ、追究 しヽ 楽 しむため、そのような手段
の一つとして図書館の利用をお勧めしたい」と述べています。また、彼女が入学した大学の図書館での
ことですが、 「大学図書館の中で、本校教官の紀要1965～1992(注 ―紀要とは、本校の先生方の研究成
果を収録 した論文集)と いう数冊の本を見つけた。卒業 して初めて、専門や一般の先生の研究を知 り、
このような研究をされていたかと大変驚きました」と語っています。このことは、学生諸君に在学中一

度は先生方の研究紀要を読むことを勧めて下さっています。研究紀要は図書館にコーナーを常設 してい

ますので、一度は目を通 してほしいと思います。今、習っている先生が、一段と輝いて見えることでしょ
う。今後、これに加えて先生方の著書や学位論文等も収集し、学生諸君は持論のこと、学外の利用者に

も閲覧いただきたいと思っています。そしてそのことによっても、本校を評価 していただこうと思って
います。

二つ目は、図書館の増築及び設備の充実をはかることです。試験前になると混雑 して図書館内で学習
できない学生が数多く出る現状解消を含む閲覧室のスペース確保、新たに自習室、AV室 、公開講座や

地域社会の文化交流の場としての視聴覚を含めた多目的研修室等さらには情報検索コーナーの増設やロッ
カールームの設置も考えています。この中には、レポー ト作成等のワープロやパソコンの設置も含まれ
ています。

三つ目は、キャンパス情報ネツトワークの整備にともなう情報図書館としての整備充実です。情報化

社会におけるネットヮークシステムは、図書館もさけて通ることはできません。図書館においても新 し
い情報媒体によるサービスは不可欠のこととなります。本年度内に学内LANが 整備されますが、新 し
い技術を図書館が活用できるならば、利用者の皆さんに、よリー層のサービスが可能となります。全学
的な協力と支援のもとに、図書館も積極的に参画したいと思っています。

以上 3つ の夢を初春に描きましたが、正夢となるよう図書館委員会は、実現可能なことから早急に取
組むつもりです。

学生諸君、図書館を本を貸 りるため、勉強するために利用するだけではなく、 「遊び心」で図書館に

足を運んでくれることを期待 しています。カウンターで待っております。
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平成7年度 読 書感想文コンクールを終えて
□書館委員会

図書館委員会が主催する恒例の読書感想文コンクールも20回を迎えましたが、今年度も国語科の協力

を得て多数の作品が寄せられました。入選となつたのは次の6名の諸君の作品です。既に、冬休み明け

の全校放送でその結果は発表されていますが、ここに改めて称賛の言葉を贈りたいと思います。

機械工学科 2年   山 本 隆 久  『 今日の宗教の可能性』を読んで

情報工学科 2年   赤 星 智 子  『 ひめゆりの塔をめぐる人々の手記』を読んで

化学工学科2年   鎌 田  愛   『 塩狩峠』を読んで

機械工学科 1年  佐 々木美緒  『 いいんですか、車椅子の花嫁でも』を読んで

情報工学科 1年   瀬 戸 絵 美  『 野火』を読んで

化学工学科 1年  秦   幸 子  『 殉国一陸軍二等兵比嘉真一』を読んで

また、惜 しくも入選とはなりませんでしたが、最終段階での入選候補として残ったのは、次の13名の

諸君の作品です。これらにも、入選作に劣らない称賛の言葉を呈 したく思います。

2M田 中 聡 嗣

lM酒 田 浩 司

lI向 井 未 来

2S中 野 秀 一

lS横 山 智 章

lC犬 童奈緒子

2E津 路 昌 英

lS山 田 昌 弘

lC松 田 優 子

21巽   隆 朗

lE田 中 弘 導

2C森 尾さゆり

lE若 林 秀 幸

上に挙げた他にも、良い作品がたくさんありました。それらの諸君の一人一人の名を挙げれないのが

残念です。次回もまた、今年以上に力作が多数寄せられることを期待 します。

餡繋餡轟田S入 選となった6つ の作品について、委員会を代表してコメントを付け加えます。

2M・ 山本君の作品は、宗教という難 しい問題をテーマにした本を選んで、その最も肝心な所が理解

できている点が評価できると感 じます。文章的には少しぎこちない所がありますが、背伸びした表現を

せず、自分の考えが述べられており、作文が苦手な人にもよい参考になると思います。

21・ 赤星さんの作品は、文章も上手で、非常にまとまりの良い作品という印象です。欲を言えば、

もう一歩踏み込んだ自分の考えが書かれていてもいいのではと思います。

2C・ 鎌田さんは前年度に続いての連続入賞ですが、その間に、更に鎌田さん自身の成長 しているこ

とがうかがえ、うれしく感 じました。何より対象として選んだ作品が良かったと思います。そして、そ

の重い問題をもった作品を、鎌田さんが自分の問題として見事に受け止めているということが、文章か

らありありと感 じ取ることができます。

lM・ 佐々木さんの作品は、委員会での投票では最高点でした。感想文の書き易い本を選んでいます

が、素直さが高 く評価されたのだと思います。機会があれば、本格的な小説にも挑戦して下さい。

lI・ 瀬戸さんの作品は、 『野火』という戦後文学

の古典ともいうべき作品に挑んだ点を高く評価します。

「です ・ます」調を採らず、感情的な感想にとどまら

ない論理的な文章で、非常に本格的な感想文に仕上がっ

ています。今一度推敲を加えれば、更に素晴らしい作

品になると感じました。

lC・ 奏さんの作品は、瀬戸さんと同じく戦争の悲

惨さを訴えた小説を選んでいますが、その感想文の書

き方は対照的で、自分の感 じた所を無理せず素直に自

分の言葉で書いており、それが好印象です。この重い

テーマに、また来年度も挑戦してくれることを期待し

(勢田)ます。
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入 選 作 品 紹 介

機械工学科2年  山

を読んで

本 隆  久

今年、オウム真理教の事件が大きくとりあげら

れている。その中で、なぜ普通の若者がオウム真

理教のような新興宗教に入信 してしまうのかとい

う報道が多かった。僕もなぜだろうと考えたけど、

よくわからなかった。でも今まで生きてきた中で、

これほど宗教について興味をもったのは始めてだっ

た。宗教とはいったい何なのだろう? そ んなこ

とを考えていると頭が痛 くなってきそうだし、今

までは、宗教と聞くとちょっと怪 しい雰囲気があっ

て、あまりかかわ りたくなかった。そんな時、こ

の本が家の片隅にあったので、半信半疑に読んで

みた。 うちの家は一応、浄土真宗らしいけど、ど

の宗教とどういうところが異なって、どういうと

ころが同じなのか、僕には今まで全 くわからなかっ

た。この本を読んで、あらゆる宗教においても同

じ部分がたくさんあるということがわかった。こ

の本の著者は浄土真宗の人だったけど、宗教とい

うとてもとらえにくいものを、いろんな角度から

見つめていて、僕にも少 しはわかるような気がし

た。

今まで宗教というものに対 して矛盾を感 じてい

たのは、人々の多 くが都合のいいときだけ神様に

お願いしたりするところだった。日ごろ小さな出

来事や自分が今健康であることに対 して、お礼も

感謝もしないで、ここ一番ってときには手を合わ

せたりして、お願いをする。そんな時、神様って

何だろう宗教って何のためにあるのだろう、と思っ

て しまう。そういう中でこの本を読んでいると、

時々 ドキッとすることがあった。

例えば、ハイデ ッガーという人が言 うことに

「死への存在」というのがある。これは、人間は

いつか死ぬだろうということではなくて、つまり、

いつかではなくて、始めから死ぬようになってい

るということだと言っている。死は遠い将来にやっ

て くるできごとではなくて、死は生まれた時から

スター トしているということで、死と生はいつも

一
緒であるということを言っている。これを読ん

だときはちょっと恐かった。そう言われてみれば

若いからって、後何十年も生きられるわけでもな

い。明日死ぬかもしれないし、何十年後かもしれ

ない。つまり、一歳の赤坊でも百歳のおばあさん

でも死ぬ資格はまった く同等にあるということ。

このことは今まで死ぬなんて考えたことのない自

分にとっては、ちょっと恐 くて、そ して新鮮な感

覚だった。

もう一つ驚かされたことは、自己はどこからど

こへ行 くのかということ、自己つまり僕 自身どこ

からきたのか。 「両親から生まれた」では答えに

ならない。では両親から生まれる前にどこにいた

のかと言われると、 「無かった」というのは答え

にはならない。無かったものがどうして出て くる

のかということになる。逆に死んだらどうなるの

か。 「墓へ行 く」とか 「骨になる」というのは答

えにならない。骨になってどこへ行 くのか、墓と

いってもそこからどこへ行 くのか。自分の身体と

いうものの終点かもしれないけど、自分そのもの、

君そのものはどこへ行 くのか。自分 自身が存在す

る意味があるのか。あるなら一体何のために意志

をもって生きているのか。そういうことを考えて

いると、自然に誰かに頼 りた くなってしまうと思

う。それが宗教なんだと思 う。だから、よくガン

とかで生か死のときに医者が宗教に入っているか

どうかを聞いて、その人に心のよりどころがある

のかどうかを聞いて告知するらしい。そうすると

宗教はとても意味のあるものだと思 う。

今、僕が宗教について考えられることはこのく

らいのことで、難 しいことはわからない。 しかし、

少 しだけだけど宗教に対する疑問が解けてよかっ

たと思 う。

『今日の宗教の可能性』
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『ひめゆりの塔をめぐる

人々の手記』を読んで

情報工学科 2年  赤  星  智  子

私は、この本を読んでいる間ずっと、心が苦 し

く感 じました。沖縄で戦争の被害にあった人々の

ことを思 うと、今こうして平和な時代に、のんき

に暮 らしている自分が恥かしく、また、情けなく

思えます。

太平洋戦争の末期、日本国上で唯一の戦場となっ

た沖縄では、住民をまきこんで二十万人以上の犠

牲者を出したそうです。その中で十六歳から二十

歳までの若いひめゆり学徒たちは、従軍看護婦と

して戦争に参加 し、その多 くは命を落として しま

いました。十六歳から二十歳と言えば、今の私と

ちょうど同じ年令です。今、私が彼女達の立場で

戦争に参加 しろと言われると、どうで しょうか。

私にはきっとできないと思いました。それほど彼

女達は強かったので しょうか。私はそうは思いま

せん。戦争の悲惨な状況が、彼女達をそうせざる

を得ないように追い込んでいたんだと思います。

奇蹟的に生き残った生徒の手記には、いくつか印

象に強 く残った部分がありました。
一番印象に残っ

ているのは、垣花秀子さんの手記の小さな男の子

の話です。その男の子は、ヨチヨチ歩きで両親を

探 し、泣いていました。そ して、両足を開いて銃

口をかまえている米兵の片方のズボンにつかまり

泣き続けたのです。垣花秀子さんは、邪険に米兵

にけ飛ばされる男の子の無残な姿を思って目をつ

むったそうです。私も垣花秀子さんと同じような

ことを想像 しました。 しかし意外なことに米兵は

そうはしなかったのです。米兵は銃日はそのまま

にして温顔をほころばせながら、

「ドント ク ライ ベ ービー」

と、男の子をふり返 り、まるで鼻歌でも歌ってい

るようにリズミカルに優 しくささやいたのです。

この米兵の行動に、私の米兵に対する先入観が少

し変わったのは事実です。

次に兼城喜久子さんをはじめ、多 くの人の手記

を読んで思ったことは、自決をした人があまりに

も多いということです。多くの人は手溜弾を持っ

ていたし、壕では青酸カリの入ったミルクが配ら

れたこともあったそうです。これは、いつでも自

決できる環境です。捕虜になるくらいなら……と

自決した人も多かったようですが、最後まで 「生

きたい」という気持ちを捨てず、わずかな可能性

にかけた人の精神力は、とてつもなく強いものだ

と、私は思いまする

壕での生活はどれほどつらかったことでしょう

か。軍からの給与米はなくなり、自給 しなければ

ならなかった。また、危険をおかしてでも畑に出

てイモを掘 り、野菜をとりに行かなければならな

かった。そんな彼女らのつらさや苦しさ、恐怖心

は、きっと彼女らにしか分からないものだと思い

ます。

私は、戦争と言えばよく耳にすることは、広島

や長崎の原爆のことで、沖縄についてあまり聞い

たことはありませんでした。その沖縄で起こった

惨事を知ることは、現代に生きる私達の義務では

ないでしょうか。今回私が知ったことも沖縄戦の

ほんの一部であって、実際はまだまだ広く深いこ

とと思います。 戦争体験が風化することは、 7和

を遠ざけることにつながっていると思います。だ

から、一人一人のこうした体験を浬滅させてはな

らないのです。

沖縄は一九四七年五月に日本の本土に復帰しま

したが、現在でも基地は存在 し、その機能はます

ます強化されつつあるそうです。沖縄県民は今で

も核の脅威におびえているのです。こんな基地が

存在 し続けることは、あってはなりません。そし

て三度とこんな惨事が繰 り返されないように、私

達が子孫に事実を伝える番です。

『塩狩峠』を読んで

化学工学科 2年   鎌  田    愛

「塩狩峠」という本は、実話をもとにして書か

れたと聞き、読んでみたいと思った。

この小説は、 「永野信夫」という人の生きざま

し
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を通 して、 「人間はいかにして生きるべきか」と

いうことを教えて くれながら、クライマ ックスで

ある
｀
塩狩峠の事故

″へと、私達を導いてい く。

事故は突然おこった。塩狩峠の頂上に列車がさ

しかかった時、客車が離れ、暴走 し始めたのであ

る。この列車に、鉄道職員である信夫が客として

乗っていた。その日が、長い問愛を育てて来たふ

じ子との結納の日だったからだ。声もなく恐怖に

怯える乗客。信夫は飛びつくようにハンドブレー

キに手をかけた。 しかし列車は止まらない。信夫

ははとっさに判断する。今の速度なら、自分の体

でこの車両を止めることができると。私には信 じ

られない判断だった。このまま暴走すれば、列車

は間違いなく転覆 し、多数の死傷者が出るだろう。

信夫も死ぬかも知れない。でも、生き残れるかも

知れないのに信夫は線路めがけて飛び下 りた。自

分の確実な死とひきかえに、乗客全員の命を救 う

ために…… 。彼はクリスチャンだった。生前、ふ

じ子に語っている。

「ぼくは毎日を神と人のために生きたいと思 う。

いつまでも生きたいのは無論だが、いついかなる

瞬間に命を召されても、喜んで死んでいけるよう

になりたいと思いますね。」

信夫は、自分の信念を実行 したのだと思 う。口

だけならどんなことでも言えるけれど、実行する

のは難 しい。まして、命をかけることを。わから

なくなった。そんなにも簡単に、命を捨てれるも

のなのか ? 確 かに、信夫の生きざまは、私なん

かと比べて清 く正 しく美 しい。迷いや、自分を責

めることはあっても、いつも他人の気持ちになっ

て、歩んでいるように思える。他人に対する愛が、

彼にこの行動をとらせたのか ? 彼 を愛する人達

も、彼の死を嘆き悲 しむが、やがて彼への賛美に

かわり、彼を憎んでいた人も彼が口だけの人では

なかったことがわかる。彼の死で彼の ｀
愛

″
がわ

かったのである。

「一粒の麦、地に落ちて死なずば、唯一つにて

在 らん」

本の中の聖書の言葉が、私の頭の中を駆け巡る。

一
粒の麦が死んで、たくさんの実をみのらせたの

である。

本が、私に問いかけて くる。 「あなたは、誰か

のために死ねるか」
一一家族を思い浮かべた。彼

らの一人でも失 うことは辛いことだ。彼らのため

なら、ひょっとしたら、死ねるかも知れないと思っ

た。が、信夫のような死は。多分、今の私にはで

きないだろう。 「あなたは、誰かを自分以上に愛

せるか」
一一再び、本は問いかけてくる。やはり、

わからないとしか答えられない。でも、できるな

ら、人を愛 して行きたいとは思った。誰もが、自

分を愛するように人のことを愛 し、思いやれば、

愛の輪はどんどん広がって、町を、国を、地球ま

でをも変えて しまうだろう。新聞のどこかに、戦

争の記事を見る毎日。自分だけのことを考えずに、

もっと人のことを思いやれたら、争いなんておこ

らないだろう。

信夫のような人が本当にいたなんて、人間も、

まんざら捨てたものでもないかも知れない。読み

終わった時、涙と共に、自分が少 し変わったよう

な気がした。私にとって、かなり重いテーマだっ

たけれど、この本を、もっともっとたくさんの人

に読んで欲 しいと心から思った。

『いいんですか、

車椅子の花嫁でも』を読んで

機械工学科 1年  佐 々木  美  緒

感想文を書 きやす くするために、私は、この本

を読みながら、小さな紙切れを良い所にはさんで

いきました。そして読み終わってみると、ほとん

どすべてのページに紙をはさんでいたことに気付

きました。この本は、障害児教育をなさっている

女性が書いたもので、その仕事での体験が素晴ら

しい言葉でつづられていました。 うまく言えない

けれど、私は、少 し成長できたような気がするの

です。

私は、半年程前に、西の京に引っ越 してきまし

た。西の京には、 「たんぼぽの家」や養護学校な

どの施設があります。そのせいか、駅やバスの中

では障害を持っておられる方によく会います。私
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は正直言って、障害者の方に、どう接すればいい

のか分からず、逃げ腰な考え方で した。幼い頃は、

素直に優 しい気持ちが持てていて、いたわり、だ

けど特別に見たりもせず、同じ高さでいたと思い

ます。けれど、少 し大きくなると、優 しくするこ

とが、自己満足で、高い位置から見下 しているよ

うに思えたのです。恥かしいけれど、どうせその

人の気持ちになることはできないと考えていまし

た。この本に出て くる障害児と交流学習をしてい

る子供達は自然なやさしさの持ち主で した。等 し

く共に生きている、まさしくそういう感 じです。

傷つけないようにと甘やかすのではなく、厳 しい

言葉だって口にできるのです。残念ながら、私に

は、行動できる男気もありません。

すごく考えさせられた事は(「 あた りまえさ」

についてで した。まずは健康面のことです。私達

が体が動 くのはあたりまえのことです。でも、障

害者にとっては、地に足をつけて立つことも、しゃ

べることも、あたりまえではないのです。私達の

健康という 「あたりまえさ」は 「かけがえのなさ」

だったのです。私達は、何でも満たされているあ

まりに、日々なんとなく過 ごしているけれど、体

の不自由な方は一日一日踏み しめながら生きてい

る。次は人生のことです。この本の中に 「もしも

…」というのがありました。それは、女の子は、

ウェディングドレスを着て、舞台を車椅子や松葉

杖で横切 り、男の子は背広を着てサラリーマンに

なり歩 くだけのallです。 「もしも中●」という題に

心臓をさされました。決 してあり得ないことだけ

れど、もしも許されるならという気持ちなんです。

私達はやがて、働きに行き、そ して結婚もあたり

まえにするでしょう。なのに、彼や彼女達にとっ

ては、あり得ない夢物語だというのです。クリー

エングの職を得ることのできたある女の人が、数

ケ月後にその職場を辞めなければならなくなると

いう話がありました。バスと電車で通っていた彼

女は、ラッシュの中、他の人のセットした髪にさ

わるまいと緊張 し、でも彼女の意志とは関係なく

もちあがってしまうので した。健常者 しか生きれ

ないしくみになっている世の中を生きろというの

は、海の中で私達が生活するぐらいしんどいこと

だろうと思いました。そして、彼女は、歩いて通

勤することを決心 したのですが、汗さえもぬぐえ

ない手、汗をかかないよう水分をひかえ、脱水症

状での辞職だったのでした。なぜ、彼女達がそこ

までまわりに気を使って生きなければならないの

ですか。彼女達を見る世の中の目がそうしたのだ

と思います。彼女達は就職さえできないというの

に、よりよい仕事を求めている自分は何様なのだ

ろう。彼女達は何も求めていない、ただ一人で ト

イレに行きたい、ただその程度のことだけなので

す。

この本から得た物は多すぎて、とても言いきれ

ませんb自 然なやさしさというのは考えて出てく

るものではなく、その人の身になり心になれば答

えはすぐ出てくると思います。彼女達は、あわれ

みなんか欲 しくはない、幸せを見つけ障害を生き

ているからです。私はどっがりつかってしまわず

に、精一杯生きたいと思います。この本に出会え

て、確実に大きくなれました。感謝 しています。

『野火』を読んで

情報工学科1年  瀬  戸  絵  美

｀
人間

″
という生き物の愚かしさを、最も忠実

に映 しているもの、それは
｀
戦争

″であろう。戦

後五十年を迎えた現在 も、世界のどこかでその愚

かな争いは続いている。人間はもっと知恵のある

生き物ではなかったのか。こんな時代が続 く限り、

過去に ｀
戦争

″によって命を奪われた罪なき人々

の魂は、どうして浮かばれようか。

一死ぬんだよ。それが今 じゃ、お前のたった一

つの御奉公だ。一 日本の敗戦が確実になってきた

頃、戦場の一つ、フィリッピンで、肺病を願い、
｀
ただの役立たず

″
となった彼一田村一等兵が、

分隊長から受けた最後の言葉が、これだった。悲

しいことに、戦時中にこのような言葉を投げつけ

られるのは、ごく普通のことであったのだろう。

しかし、ここで野垂れ死んで、何が
｀
奉公

″
なの

e
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だろうか。もしもそれが、国の為の ミ
奉公

″であ

るというのならば、少なくとも、生きて、生きて、

そ して故郷へ帰 り、国の再建に尽 くすこと、それ

が本当の
ミ
奉公

″
なのではないのか。

この様に、私達のような、 ｀戦争
″

を知 らない

者にしてみるとヽ季J底理解できない考え方が、そ

の時代の ｀
正

″であり、 ミ道理
″であった。それ

が真実だということを、私はこの作品に教わった。

生あるものにとって、 ｀死
″

は絶対的な存在で

あり、 ミ生
″の最終 目的は

｀
死

″であるとも言え

るだろう。ならば、人間は、その ｀
死

“
に直面 し

た時、それをただ受け入れ、そして待つのか。

しかし、そうならば、私はこの 『野火』という

作品は存在 しなかったのではと思 う。人間は、ど

こかで
｀
死

″の絶対性を認知 しながらも、それと

共に、本能とも言えるべき
｀
生への執着心

″
を持

ち合わせているらしいからである。もしもその本

能がなければ、比島の地をただ一人 (誰かと一緒

に行動 したことも何度かあったけれど、本当の意

味では、彼はずっと 一`人
″

だったのだと思 う。)

さまよい続け、その間に、やむなくではあるが、

彼が犯 した罪、それに追いつめられ、自分を責め

ながら、それでも自らの ｀
意志

″のみにより、生

きようとしただろうか。

我が身を護る為に、殺 して しまった比島の女、

自らが生き延びる為に食 した肉…仲間が差 し出し

た猿の肉…恐 らくは人肉、それらの逃れようとし

ても決 して逃れることの出来ない罪を少 しでも忘

れようと、彼は自らを 「狂人」としたのではない

だろうか。

それでもやはり、もともと田村一等兵という人

物は、ごく一般の、人間らしい心を持った
｀
人間

″

なのである。それ故に、大戦が終わり、世界が新

しい一歩 を踏み出 した後 も、彼は、彼 自身の

｀
第二の人生

″へ踏みきることが出来なかったの

であろう。

私は、今までに何冊 もの、戦争に関する文学作

品に出会った。そして、その中でも特に私の心に

残ったものは、戦火の中を強 く生きて行 く少女の

話でもなく、戦争によって消えた、多 くの命の悲

しい物語でもなく、窮地に立たされた人間の、恐

らくありのままであろう姿を映した、この 『野火』

だった。

今、世間で謳われている
｀
平和

″
は、きっとま

だ遠いだろう。たとえ私達が ｀
戦争

″についての

知識を得ても、戦争の本当の恐ろしさは、その時

代を生きた人にしかわからないし、誰が何に謝罪

をしようとも、戦争によって狂わされた人々の人

生は、戻らない。けれども、 ｀戦争
″の愚かさ、

虚 しさを、それにまつわる哀 しい真実を、後世に

語 り継ぎ、少しずつでもも本当の ｀
平和

″
を築き

上げて行 くことが、私達に託された使命であり、

戦争によって命を奪われた多くの人々への、ささ

やかな鎮魂歌となるのではないかと思っている。

『殉国一陸軍二等兵
比嘉真一』を読んで

化学工学科1年  秦 幸 子

戦争は人の心までも変化させて しまう、これが

この本を読んだ後の気持ちで した。主人公。真一

は負傷者を陸軍病院壕に運ボ仕事をします。多 く=

の負傷者や死体に接 したあまり、いつの間にかそ

れらに、何の感慨 も抱かないようになって しまっ

たのです。死体をただの動かなくなった物体でし

かないというのです。そ して友人の死までもが物

としか思えなくなって しまうのです。更に死体以

外、つまり生きている人に対 しても気持ちが変わ

るのです。助けを求める負傷兵に対 し、生死にか

かわるような嘘をつき、別の負傷兵に水をわける

のを惜 しく感 じ、そして、その兵が死んで しまい

水をわけずにすんだことに安堵するのです。 しか

し、一番悲 しかったことは、母親の死体から乳を

吸っている嬰児を連れていこうとするのですが、

真一には食糧も水も与えられないし、どうせ死ぬ

運命だと思い、そうした運命にあるものを抱いて

ゆ くのは 「無駄な行為」に思えたということで

す。確に死んでしまうかもしれないけれど、無駄

に思えてしまうのは、人の心を持たなくなってし

まったからだと思います。そして、このような人々
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をつくり出したのが戦争であり、戦争を起こした

人々の責任なのだと思います。

もう一つ恐ろしく感 じたのは死を望む気持ちで

す。兵士はたとえ中学生であろうと戦死を望んで

います。また女性や子供達は自決を望むのです。

普通なら、死にたくない、生きていたいと思うは

ずなのに、.人々 は死ぬことが国のため、まさに殉

国を思っていたのです。今の私達から見れば、そ

れはとてもばかげたことであり、信 じられないこ

とです。命は国のものではなく自分のものという

事を忘れてしまわせた戦争は一体だれのためにあっ

たのか、また何を意味するのか、不思議です。

そして、何より悲惨なのは陸軍病院壕ではな

いでしょうか。雨が降れば、泥沼となり、負傷兵

は増す一方で、中に入れず外に寝かされ、包帯の

数も、看護する女生徒の数も足りず、傷日は膿み、

おびただしい虹が湧き、悪臭が漂うゾッとする様

な空間で、負傷者は苦しみ死んでいくのです。そ

して最後には、敵が来るため歩ける患者だけを連

れて逃げるのです。残った重傷患者は青酸 カ リ

の入ぅた ミルクを飲まされ集団自殺をさせられ

るのです。そして彼らは、自分達の運命を知 り、

最後まで看護 して くれた女生徒に対 し感謝の言

葉をかけるのです。それは悲 しく、残酷な時だっ

たと思います。 しかし、彼女達 も次々と手梱弾

で自殺 した り、投身 自決 などで命を捨てるので

す。誰 もが捕虜 となる事を恥 とし、自殺 したの

です。 しか し真一は、最後 に捕虜 となって しま

います。その後彼がどうなったかはわかりません。

しかし、決 して幸せではなかったと思います。殺

されたかもしれません。このように戦争とは、人々

を不幸にす るだけなのです。その不幸な戦争を

起こしたのが 「人間」なのです。結果として日本

は広島 ・長崎に原子爆弾を落とされ負けました。

私は負けて良かったと思います。勝っていればま

た戦争をしていたと思 うからです。負けて初めて

人々は大きな過ちに気付いたのでしまう。それに

気付 くのがもう少 し早ければ、多 くの命が救われ

たに違いないはずです。今年は戦後五十年です。

まだ世界には本当の平和は訪れていません。多 く

の核兵器、 ミサイルなどがあります。それらが二

度と使われないためにも、 日本が世界に向けて反

戦 を呼びかけるべ きです。人々の心 の中に、

「殉国」を望む気持ちが二度 と起 こらないため

にも…。五十年前、子供達 までもが戦争に参加

し、命を落 とした戦争は、今後起 こらないとは

限らないのです。起こりそうになった時、それを

止める事のできる人間が多 く存在 しなければな

らない、それがこの本の意味することなのだと

思います。
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中路姫物語り
この国のかたち(四)19 9 2～19 9 3
日本再生の処方箋V 規制撤廃が切りひらくもの
Dai k o k u y a  K o d a y u  船頭 大黒屋光太夫
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モンゴルの旅 (付。最新モンゴル事情)
奈良一心のぶるさと一(奈良案内書)

移動通奮ラ貿亨r子雰雫ぉ6 陸上移動通信のすべて
秋ざくら 一滴。文子遺句集
財団法メ扶和文化財保存会収蔵品日録・陶磁器編赤膚焼(平成7年劇阪)
奈良県議会史 (第二巻)
花ひらく ならの女性生活史
提灯 (ちょうちん) 伝統産業技術保存記録
奈良人形一刀彫 奈良県伝統産業技術保存記録
奈良の墨
奈良墨 奈良県伝統産業技術保存記録 (平成6年度)
夢 半世紀一写真が語る宝くじ50年史一

転がり軸受け(新版)機 械要素活用マニュアル

(平成7年6月～平成8年1月)
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読醤週間一戦後50年,日 本の

今を考える一を振返つて

図書部会長 井 村 柴 仁

本校には、 「人権週間」や 「交通安全週間」な

どいくつかの 「・・・週間」があります。このう

ち図書館委員会の守備範囲にあるのが 「読書週間」

で、10数年前から定着 しています。

年度ごとにそれぞれふさわ しいテーマが採択さ

れてきたので、今年度の場合も当初の図書館委員

会において読書週間の議題が出たときには、正直

なところ少々″ぷ配 した。

幸いこの行事の主査を機械工学科の岩井委員が

担当することになり、何ケ月か後の委員会に表記

のテーマではどうかという提案がなされたとき、

内″心ほっとしました。

実際、いままさに戦後50年であり、日本だけで

なく世界の各地でこれに関連 した式典や行事が実

施されていて、まことに時流に沿ったテーマであ

ると思えたからです。

しかし、問題は一般教科 (国語科)の 勢田委員

の指摘があったように 「読書週間」を足がかりに

いかにして学生諸君に読書への啓蒙ができるか ?

という点であった。どのようにすれば学生諸君が

まず読書 コーナー (以下 コーナーと略記)に 目を

向けて くれるのか ?は たして我々大人が設定 した

テーマに興味を持って くれるか ?勢 田委員が専門

家の立場から十分な|キャリアをもとに作成 した小

冊子を彼等はどのように意識または利用するのか。

しかし、二人寄れば文珠の知恵と言 うように上

記の岩井主査や電気工学科の山内委員らが視覚に

によって学生をコーナーに引き寄せようと思いつ

いた。写真等の選定では山内委員の得意とすると

ころで、1945年 (昭和20年)か ら1995年 (平成 7

年)ま での10年ごとの主な出来事 (その時々のブー

ム、事件、政変、人類の成 し遂げた偉業、ビッグ

イベン トetC・・・)を パネル編集 し、同時に奈良高

専の変遷を示す各科のアルバムを利用することで

コーナーヘの学生の誘引を意図しました。

次に戦後のベス トセラーの中から約50冊ほどの

書籍をベテランの図書館職員の皆さんに選定 して

戴き、他方では学内各所への提示をするため、中

和田図書館長による学生図書委員会への働きかけ

で、手描きのポスターが作 られました。

このような御膳立てのもとに全体のレイアウト

を岩井委員と私とで考え、10月27日に中和国館長、

阪部視聴覚部会長、大植紀要部会長を含む図書館

委員、職員とでコーナーの完成ができました。

思 うに一つの行事を実施するとき、終って しま

えばそれまでだが、計画 ・準備段階では多 くの人々

の手をわず らわす。当然読書週間の効果がどうで

あったか気にかかる。期間中何度かコーナーに注

目していたところ、写真やアルバムに目を向けて

いる学生は幾人となくみかけました。目標の一つ

はうまくいったわけです。けれども、学生諸君の

読書に対する意識をどの程度高揚できたのかにつ

いては、残念ながら我々の期待通 りにはいかなかっ

たように思います。

さて、学生諸君 !あ なた方はどうでしたか ?テ

レビ・ビデオやインターネットなどのメディアか

ら入って くる情報 も大切ですが、 じっくり味わえ

ば″らの奥底から考えさせられる書物 もあるわけで

す。どうか、比較的自由な時間の持てる学生時代

に読書することを今一度考えてみましよう。
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ブツクハンテインヴの謎

情報工学科 3年  橋  本  竜  也

年に2回 、図書委員 (部外者も多いが)の 趣味が爆発する日がある。それがブックハンティングの日

です。図書館の 「新着図書」のコーナーに、怪 しげな本が並んでいたら、それはきっと、ブックハンティ

ングの成果に違いないでしょう。マニアックな本や低俗な本など、およそ学校図書館にふさわしくない

本が買われがちだというのが、学生の間で評判らしいです (友人談)。 そんな本が買える機会があると

いうことは、非常に貴重なことじゃないかと思います。今回購入 した本も、御多分に洩れず、濃い本が

多いです。ひょっとすると、ブックハンティング史上最も濃いんじゃないかとも思います。ファンタジー

やホラー、DTM(Desk Top Music)専 門書、果ては競馬の本まで、よくもまあ 「きっつぃ」本が揃っ

たものです。ごめんなさい。でも、その分読みがいのあるものを買い集めたつもりです。そんなわけで、

暇つがしにでもいいから図書館に来てみて下さい。ついでに、何か借 りてって下さい (その時ブックハ

ンティングで購入した本を借 りてくれると嬉 しいです)。 ちゃんと返 して下さいね。漫画本を読むのも

面白いんですが、たまには小説の世界に足を踏み入れるのもまぁ悪 くないと思います。そこで、 「こん

なくだらねぇ本を買うくらいなら、俺に買わせろ !!」 と思ったら、次回のブックハンティングに殴り

込みを駆けてきて下さい。たがん、歓迎されると思います。

ブツクハンテインヴ購入リスト

発黒総客筆(柔あ巻声?負通が塞F~ケ
ツト

そ うい うと うにで きてい る
それで もいい と思 ってた
心 のお もむ くままに

容委警会?央雰養震誹
い理分析官のノートより

らせ ん  Rasen

昌昏曇旨旨言含言:号醤雪:5:暑暑号::雪皆見!
晏客9多冒ヨラ屍昌1言嘗貫岳雰勢堅警

燥勝覇言支峯裏逢馬券作戦

龍 の契 り

ヂ4皆じ亨唇ぁ贈り物 ベンシルバニア・ダッチ・カントリー

居昌号昌暑昌昏景昌きを景替署品曇:曇螢昼魯暑墨
含燦きや本

モ ロイ MOLLOY
犬 た ちの隠 された生活

畢坪ホ審今啓奏下テラテ安.う書レ多く
｀
う多女

ンガンまで

暑奢審唇遍冒民
や軍innomふable

マ ロ ウ ンセま死 ぬ  Malone dies
犠 牲  サ ク リフ ァイ ス  わ が 息 子 ・脳 死 の 11日

疾 養 表 行  真 紅 の 闇  角 川 ス ニ ー カ ー 文 庫

編 集 後 記
本年度遅官されました松田 ・ヤ谷 ・木村先生か

らだのこもったメッセージを頂きました。年末の

ご多忙のところ、快 くご執筈を頂きましてありが
とうございました。また、能長からはこの4月 か

ら実施 します 「図書館の一般市民開次」の紹介を
まじえて初奉の夢を語って頂きました。
奈浅高専を巣立っていかれる学生も、図書能を

忘れずに思い出したらいつでも訪れて下さい。
(委員一同)
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